
(57)【要約】　　　（修正有）

【課題】　大麦由来原料から、異臭の発生を抑えた植物

性スフィンゴ糖脂質を効率よく製造する方法を提供する

。

【解決手段】　本発明に係る植物性スフィンゴ糖脂質の

製造方法は、非ハロゲン系のアルコール系溶媒と混合し

、当該原料混合物を加熱する抽出工程２と、前記抽出工

程２で得られた抽出物から脂肪酸類を除去する脂肪酸類

除去工程３と、を含む。

【選択図】　　　　図１

JP 2006-96961 A 2006.4.13



【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 大 麦 由 来 原 料 を 、 非 ハ ロ ゲ ン 系 の ア ル コ ー ル 系 溶 媒 と 混 合 し 、 当 該 原 料 混 合 物 を 加 熱 す
る 抽 出 工 程 と 、 前 記 抽 出 工 程 で 得 ら れ た 抽 出 物 か ら 脂 肪 酸 類 を 除 去 す る 脂 肪 酸 類 除 去 工 程
と 、 を 含 む こ と を 特 徴 と す る 植 物 性 ス フ ィ ン ゴ 糖 脂 質 含 有 油 の 製 造 方 法 。
【 請 求 項 ２ 】
　 前 記 抽 出 工 程 に お い て 、 前 記 原 料 混 合 物 を ８ ０ ～ １ ６ ０ ℃ に 加 熱 す る こ と を 特 徴 と す る
請 求 項 １ に 記 載 の 植 物 性 ス フ ィ ン ゴ 糖 脂 質 含 有 油 の 製 造 方 法 。
【 請 求 項 ３ 】
　 前 記 抽 出 工 程 及 び 脂 肪 酸 類 除 去 工 程 を 不 活 性 ガ ス 下 で 行 う こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 又
は ２ に 記 載 の 植 物 性 ス フ ィ ン ゴ 糖 脂 質 含 有 油 の 製 造 方 法 。
【 請 求 項 ４ 】
　 前 記 脂 肪 酸 類 除 去 工 程 は 、 前 記 抽 出 工 程 で 得 ら れ た 抽 出 物 を 溶 媒 処 理 後 、 冷 却 分 離 さ せ
る 工 程 を 含 む こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 乃 至 ３ の い ず れ か 一 項 に 記 載 の 植 物 性 ス フ ィ ン ゴ
糖 脂 質 含 有 油 の 製 造 方 法 。
【 請 求 項 ５ 】
　 前 記 大 麦 由 来 原 料 は 、 大 麦 フ ス マ 由 来 原 料 で あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 乃 至 ４ の い
ず れ か 一 項 に 記 載 の 植 物 性 ス フ ィ ン ゴ 糖 脂 質 含 有 油 の 製 造 方 法 。
【 請 求 項 ６ 】
　 前 記 ア ル コ ー ル 系 溶 媒 は 、 イ ソ プ ロ パ ノ ー ル 或 い は エ タ ノ ー ル を 含 む こ と を 特 徴 と す る
請 求 項 １ 乃 至 ５ の い ず れ か 一 項 に 記 載 の 植 物 性 ス フ ィ ン ゴ 糖 脂 質 含 有 油 の 製 造 方 法 。
【 請 求 項 ７ 】
　 前 記 脂 肪 酸 類 除 去 工 程 に お い て 、 前 記 溶 媒 は ヘ キ サ ン 或 い は ア セ ト ン を 含 む こ と を 特 徴
と す る 請 求 項 ４ 乃 至 ６ の い ず れ か 一 項 に 記 載 の 植 物 性 ス フ ィ ン ゴ 糖 脂 質 含 有 油 の 製 造 方 法
。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 大 麦 由 来 原 料 か ら ス フ ィ ン ゴ 糖 脂 質 を 含 有 す る 植 物 油 を 製 造 す る 方 法 に 関 す
る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 古 来 よ り 動 物 油 、 或 い は 植 物 油 は 、 食 用 、 化 粧 品 用 、 さ ら に は 薬 用 と 多 方 面 に わ た っ て
使 用 さ れ て き た 。 す な わ ち 、 こ れ ら 動 植 物 油 は 、 常 温 に お い て 粘 性 の 高 い 液 状 の 性 質 を 示
す と い う 独 特 の 物 性 を 利 用 し て 、 食 品 や 化 粧 品 等 の 物 性 を 改 善 す る た め 、 又 は そ れ ら の 溶
剤 、 分 散 剤 等 と し て 用 い ら れ て き た 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 近 年 、 こ の 動 植 物 油 中 に 含 ま れ る ス フ ィ ン ゴ 糖 脂 質 に つ い て 、 食 品 や 化 粧 品 へ の 応 用 が
注 目 さ れ て い る 、 例 え ば 、 ス フ ィ ン ゴ 糖 脂 質 に 含 ま れ る セ ラ ミ ド (一 般 に 、 長 鎖 ア ミ ノ ポ
リ オ ー ル 構 造 を も つ ス フ ィ ン ゴ シ ン 塩 基 と 長 鎖 脂 肪 酸 が ア ミ ド 結 合 し た 構 造 を も つ )や セ
レ ブ ロ シ ド (セ ラ ミ ド に グ ル コ ー ス や ガ ラ ク ト ー ス 等 の 糖 が 結 合 し た 構 造 を も つ )は 、 皮 膚
の 保 湿 性 を 改 善 す る た め の 化 粧 品 や 食 品 の 有 効 成 分 と し て 、 そ の 働 き が 高 く 評 価 さ れ て い
る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 従 来 、 こ の よ う な ス フ ィ ン ゴ 糖 脂 質 の う ち 、 動 物 性 の も の は 主 に 牛 脳 か ら 精 製 さ れ て い
た 。 し か し な が ら 、 い わ ゆ る 牛 海 綿 状 脳 症 に 関 す る 問 題 の 懸 念 等 か ら 、 牛 脳 に 代 わ る 、 よ
り 安 全 な 供 給 源 が 求 め ら れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 そ こ で 、 例 え ば 構 造 が 既 知 の セ ラ ミ ド に つ い て は 、 人 工 的 に 合 成 し た も の が 市 販 さ れ て
い る 。 し か し な が ら 、 そ の 合 成 過 程 で 用 い ら れ る 薬 剤 や 生 成 さ れ る 副 生 物 等 の 不 純 物 に つ
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い て の 安 全 性 が 未 だ 確 立 さ れ て い る と は い え な い 。 こ の た め 、 こ の 合 成 品 は 、 極 め て 高 純
度 に 精 製 す る 必 要 が あ り 、 価 格 の 高 騰 を 招 い て い る 。 ま た 、 こ の 合 成 品 は 、 化 粧 品 又 は 食
品 と し て の 効 果 の 点 で 、 天 然 セ ラ ミ ド に 劣 る と い う 指 摘 も あ る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 こ れ に 対 し 、 例 え ば 非 特 許 文 献 １ に 示 さ れ る よ う に 、 米 等 の 植 物 原 料 か ら ス フ ィ ン ゴ 糖
脂 質 を 製 造 す る 方 法 が 報 告 さ れ て い る 。 こ の 植 物 性 ス フ ィ ン ゴ 糖 脂 質 は 、 上 記 動 物 性 ス フ
ィ ン ゴ 糖 脂 質 に お い て 生 じ る 間 題 等 が な く 、 且 つ 天 然 セ ラ ミ ド 等 を 含 む た め 、 化 粧 品 や 食
品 と し て の 有 効 性 が 注 目 さ れ て い る 。
【 非 特 許 文 献 １ 】 Y.Fujino et al., Agric. Biol. Chem., 49(2), 2753-2762, (1985)
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 し か し な が ら 、 上 記 従 来 の 植 物 性 ス フ ィ ン ゴ 糖 脂 質 含 有 油 の 製 造 方 法 に お い て は 、 例 え
ば 元 来 、 植 物 原 料 に 含 ま れ て い る ス フ ィ ン ゴ 糖 脂 質 は 非 常 に 少 量 で あ り 、 か つ 当 該 植 物 原
料 に は 大 量 の 脂 肪 酸 類 が 含 ま れ て い る た め 、 複 雑 な 工 程 を 含 み 、 多 く の 手 間 と コ ス ト を 要
す る も の で あ っ た 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 ま た 、 上 記 従 来 の 製 造 方 法 に お い て は 、 そ の 複 雑 で 長 時 間 を 要 す る 工 程 に お け る 、 植 物
原 料 に 含 ま れ る リ ン 脂 質 の 分 解 や 不 飽 和 脂 肪 酸 等 の 酸 化 に よ り 、 得 ら れ る 植 物 性 ス フ ィ ン
ゴ 糖 脂 質 含 有 油 が 異 臭 を 伴 う た め に 、 化 粧 品 や 食 品 と し て 適 切 な も の と は い え な か っ た 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 さ ら に 、 ビ ー ル や 発 泡 酒 等 の 醸 造 工 程 の 一 部 で あ る 大 麦 の 精 白 処 理 に お い て 大 量 に 排 出
さ れ る 大 麦 フ ス マ の 有 効 利 用 が 求 め ら れ て い た 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 本 発 明 は 、 こ の 上 記 の よ う な 課 題 に 鑑 み て 為 さ れ た も の で あ り 、 大 麦 由 来 原 料 か ら 、 異
臭 の 発 生 を 抑 え た 植 物 性 ス フ ィ ン ゴ 糖 脂 質 を 効 率 よ く 製 造 す る 方 法 を 提 供 す る こ と を そ の
目 的 の 一 つ と す る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ １ １ 】
　 上 記 の 間 題 を 解 決 す る た め 、 本 発 明 の 一 実 施 形 態 に 係 る 植 物 性 ス フ ィ ン ゴ 糖 脂 質 の 製 造
方 法 は 、 大 麦 由 来 原 料 を 、 非 ハ ロ ゲ ン 系 の ア ル コ ー ル 系 溶 媒 と 混 合 し 、 当 該 原 料 混 合 物 を
加 熱 す る 抽 出 工 程 と 、 前 記 抽 出 工 程 で 得 ら れ た 抽 出 物 か ら 脂 肪 酸 類 を 除 去 す る 脂 肪 酸 類 除
去 工 程 と 、 を 含 む こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 ま た 、 前 記 抽 出 工 程 に お い て 、 前 記 原 料 混 合 物 を ８ ０ ～ １ ６ ０ ℃ に 加 熱 す る こ と と し て
も よ い 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 ま た 、 前 記 抽 出 工 程 及 び 脂 防 酸 類 除 去 工 程 を 不 活 性 ガ ス 下 で 行 う こ と と し て も よ い 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 ま た 、 前 記 脂 肪 酸 類 除 去 工 程 は 、 前 記 抽 出 工 程 で 得 ら れ た 抽 出 物 を 溶 媒 処 理 後 、 冷 却 分
離 さ せ る 工 程 を 含 む こ と と し て も よ い 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 ま た 、 前 記 大 麦 由 来 原 料 は 、 大 麦 フ ス マ 由 来 原 料 で あ る こ と と し て も よ い 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 ま た 、 前 記 ア ル コ ー ル 系 溶 媒 は 、 イ ソ プ ロ パ ノ ー ル 或 い は エ タ ノ ー ル を 含 む こ と と し て
も よ い 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 ま た 、 前 記 脂 肪 酸 類 除 去 工 程 に お い て 、 前 記 溶 媒 は ヘ キ サ ン 或 い は ア セ ト ン を 含 む こ と
と し て も よ い 。
【 発 明 の 効 果 】
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【 ０ ０ １ ８ 】
　 本 発 明 に よ れ ば 、 大 麦 由 来 原 料 か ら 、 異 臭 の 発 生 を 抑 え た 植 物 性 ス フ ィ ン ゴ 糖 脂 質 を 効
率 よ く 製 造 す る 方 法 を 提 供 す る こ と が で き る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ １ ９ 】
　 以 下 、 本 発 明 の 一 実 施 の 形 態 に 係 る 植 物 性 ス フ ィ ン ゴ 糖 脂 質 含 有 油 の 製 造 方 法 (以 下 、
「 本 製 造 方 法 」 と 呼 ぶ )に つ い て 説 明 す る 。 図 １ に 、 本 製 造 方 法 の 主 な 工 程 を 示 す 。 図 １
に 示 す よ う に 、 本 製 造 方 法 は 、 大 麦 由 来 原 料 と 非 ハ ロ ゲ ン 系 の ア ル コ ー ル 系 溶 媒 と を 混 合
す る 混 合 工 程 １ と 、 こ の 混 合 工 程 １ に お い て 混 合 さ れ た 原 料 混 合 物 を 加 熱 す る 抽 出 工 程 ２
と 、 こ の 抽 出 工 程 ２ で 得 ら れ た 抽 出 物 か ら 脂 肪 酸 類 を 除 去 す る 脂 肪 酸 類 除 去 工 程 ３ と 、 を
含 む 。 以 下 、 こ れ ら の 各 工 程 に つ い て 順 に 説 明 す る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 な お 、 本 実 施 形 態 に お い て は 、 大 麦 由 来 原 料 と し て 、 大 麦 表 皮 を 含 む 大 麦 フ ス マ を 用 い
る 場 合 を 例 と し て 説 明 す る 。 こ の 大 麦 フ ス マ は 、 ビ ー ル や 発 泡 酒 等 の 醸 造 過 程 に お い て 、
醸 造 用 大 麦 の 表 皮 を 取 り 除 く 精 白 処 理 に よ っ て 大 量 に 分 離 ・ 排 出 さ れ る も の で あ る 。 本 製
造 方 法 に お い て は 、 こ う し て 得 ら れ る 生 の 大 麦 フ ス マ を 、 大 麦 由 来 原 料 と し て そ の ま ま 用
い る こ と が で き る 。 な お 、 こ の 醸 造 用 大 麦 と し て 、 例 え ば 国 産 の も の と し て は 、 は る な 二
条 、 り ょ う ふ う 、 さ き た ま 二 条 、 外 国 産 の も の と し て 、 バ ル ケ 、 ガ ー ド ナ ー 、 ケ ン ダ ー ル
等 を 用 い る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 図 １ に 示 す 混 合 工 程 １ に お い て は 、 大 麦 フ ス マ を 非 ハ ロ ゲ ン 系 の ア ル コ ー ル 系 溶 媒 と 混
合 す る 。 こ こ で 、 こ の 非 ハ ロ ゲ ン 系 の ア ル コ ー ル 系 溶 媒 と し て は 、 例 え ば 、 メ タ ノ ー ル 、
エ タ ノ ー ル 、 プ ロ パ ノ ー ル 、 イ ソ プ ロ パ ノ ー ル 、 ブ タ ノ ー ル 等 、 水 と 混 合 可 能 な ア ル コ ー
ル 系 溶 媒 を 含 む も の を 用 い る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 す な わ ち 、 こ の 大 麦 フ ス マ と 混 合 す る 非 ハ ロ ゲ ン 系 溶 媒 と し て は 、 上 記 ア ル コ ー ル 系 溶
媒 群 の う ち 少 な く と も １ つ と 、 ヘ キ サ ン 、 ア セ ト ン 、 シ ク ロ へ キ サ ン 、 ペ ン タ ン 、 ヘ プ タ
ン 、 石 油 エ ー テ ル 、 ジ オ キ サ ン 、 テ ト ラ ヒ ド ロ フ ラ ン （ THF） 、 ジ メ チ ル ホ ル ム ア ミ ド （ D
MF） 、 ジ メ ト キ シ エ タ ン （ DME） 、 ア セ ト ニ ト リ ル 等 の 非 ハ ロ ゲ ン 系 有 機 溶 媒 群 の う ち 少
な く と も １ つ と 、 を 適 宜 組 み 合 わ せ た も の (適 切 な 混 合 比 で 混 合 し た も の )が 好 ま し く 用 い
ら れ 、 特 に イ ソ プ ロ パ ノ ー ル と ヘ キ サ ン と の 混 合 溶 媒 が 好 適 で あ る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 こ の よ う な 非 ハ ロ ゲ ン 系 溶 媒 を 抽 出 溶 媒 と し て 用 い る こ と に よ り 、 本 製 造 方 法 に よ る 製
造 コ ス ト を 低 減 で き 、 ま た 本 製 造 方 法 に よ り 得 ら れ る 植 物 性 ス フ ィ ン ゴ 糖 脂 質 含 有 油 の 化
粧 品 素 材 、 食 品 素 材 と し て の 安 全 性 を 保 証 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 ま た 、 大 表 フ ス マ と 混 合 す る 非 ハ ロ ゲ ン 系 の ア ル コ ー ル 系 溶 媒 の 量 に つ い て は 、 特 に 制
限 は な い が 、 例 え ば 、 こ の 混 合 を 所 定 の 容 器 内 で 行 う 場 合 に は 、 大 麦 フ ス マ と 抽 出 溶 媒 と
を 攪 拌 す る 必 要 が な い た め 、 当 該 容 器 内 に お い て 少 な く と も 大 麦 フ ス マ 全 体 が 浸 る 程 度 の
量 を 用 い れ ば 十 分 で あ る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 次 に 、 図 １ に 示 す 抽 出 工 程 ２ に お い て は 、 混 合 工 程 １ に お い て 混 合 し た 大 麦 フ ス マ と 非
ハ ロ ゲ ン 系 溶 媒 と を 含 む 原 料 混 合 物 に 対 し て 加 熱 処 理 を 施 す 。 具 体 的 に 、 こ の 抽 出 工 程 ２
は 、 例 え ば こ の 抽 出 工 程 ２ を 密 閉 可 能 な 耐 圧 容 器 内 で 行 う 場 合 に は 、 混 合 工 程 １ で 得 ら れ
た 原 料 混 合 物 を 当 該 容 器 内 に お い て 加 熱 し 、 所 定 の 温 度 範 囲 に 所 定 時 間 維 持 す る 工 程 を 含
む 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 こ の 抽 出 工 程 ２ に お け る 加 熱 温 度 と し て は 、 ８ ０ ℃ ～ １ ６ ０ ℃ の 範 囲 が 好 ま し い が 、 特
に １ ０ ０ ℃ ～ １ ３ ０ ℃ の 温 度 範 囲 が 好 適 で あ る 。 こ れ は 、 加 熱 温 度 が ８ ０ ℃ 以 下 の 場 合 に
は 植 物 性 ス フ ィ ン ゴ 糖 脂 質 等 の 抽 出 に 長 時 間 を 要 し て し ま い 、 ま た １ ６ ０ ℃ 以 上 の 場 合 に
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は 大 麦 フ ス マ に 含 ま れ る 脂 質 成 分 の 分 解 が 進 み 、 当 該 分 解 物 が 不 純 物 と し て 大 量 に 抽 出 さ
れ て し ま い 、 後 の 植 物 性 ス フ ィ ン ゴ 糖 脂 質 の 精 製 が 困 難 に な っ て し ま う た め で あ る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 こ の 抽 出 工 程 ２ に よ り 、 大 麦 フ ス マ に 含 ま れ る 植 物 性 ス フ ィ ン ゴ 糖 脂 質 、 リ ン 脂 質 、 脂
肪 酸 類 (飽 和 脂 肪 酸 、 不 飽 和 脂 肪 酸 及 び こ れ ら の グ リ セ リ ン エ ス テ ル 体 で あ る 油 脂 等 を 含
む )等 を 含 む 抽 出 物 を 極 め て 短 時 間 で 効 率 よ く 得 る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 な お 、 こ の 抽 出 物 は 、 抽 出 工 程 ２ に お け る 加 熱 処 理 後 の 原 料 混 合 物 か ら 、 例 え ば 不 活 性
ガ ス の パ ー ジ 、 或 い は プ レ ス フ ィ ル タ ー 、 シ リ ン ダ ー プ レ ス 、 ス ク リ ュ ー デ カ ン タ ー 等 を
用 い た 分 離 処 理 に よ り 分 離 し 、 さ ら に 、 例 え ば ロ ー タ リ ー エ バ ポ レ ー タ を 用 い た 減 圧 濃 縮
等 の 濃 縮 処 理 に よ り 濃 縮 し て 得 ら れ る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 次 に 、 図 １ に 示 す 脂 肪 酸 類 除 去 工 程 ３ に お い て は 、 抽 出 工 程 ２ に お い て 得 ら れ た 抽 出 物
に 対 し て 溶 媒 処 理 を 施 す こ と に よ り 、 当 該 抽 出 物 か ら 脂 肪 酸 類 を 除 去 す る 。 具 体 的 に 、 こ
の 脂 肪 酸 類 除 去 工 程 ３ は 、 こ の 抽 出 物 と 、 脂 肪 酸 類 の 除 去 溶 媒 と し て の 非 ハ ロ ゲ ン 系 溶 媒
と を 混 合 し 、 当 該 抽 出 物 に 含 ま れ て い る 脂 肪 酸 類 を 当 該 非 ハ ロ ゲ ン 系 溶 媒 相 へ 移 行 さ せ 、
当 該 非 ハ ロ ゲ ン 系 溶 媒 相 を 除 去 す る 工 程 を 含 む 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 こ こ で 、 こ の 脂 肪 酸 類 除 去 工 程 ３ に お い て 用 い る 非 ハ ロ ゲ ン 系 溶 媒 と し て は 、 例 え ば 製
造 コ ス ト や 化 粧 品 及 び 食 品 等 へ の 利 用 を 考 慮 し た 揚 合 に は 、 ヘ キ サ ン や ア セ ト ン 等 を 含 む
も の を 好 適 に 用 い る こ と が で き る 。 こ の 場 合 、 例 え ば 、 こ の 脂 肪 酸 類 除 去 工 程 ３ は 、 抽 出
物 と ヘ キ サ ン と を 混 合 し 、 当 該 混 合 物 に 対 し て 、 所 定 条 件 下 で 加 熱 還 流 処 理 を 行 う 工 程 を
含 む こ と と な る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 な お 、 こ の 脂 肪 酸 類 除 去 工 程 ３ は 、 抽 出 工 程 ２ で 得 ら れ た 抽 出 物 を 溶 媒 処 理 後 、 冷 却 分
離 さ せ る 工 程 を 含 む こ と と し て も よ い 。 こ の 場 合 、 こ の 脂 肪 酸 類 除 去 工 程 ３ は 、 例 え ば 抽
出 物 と ヘ キ サ ン と の 混 合 物 を 加 熱 還 流 処 理 後 、 当 該 混 合 物 を － ２ ０ ℃ 程 度 ま で 冷 却 し 、 ヘ
キ サ ン に 不 溶 な 大 麦 油 を 沈 殿 さ せ る 工 程 を 含 む こ と と な る 。 す な わ ち 、 こ の 冷 却 工 程 に お
い て 、 冷 却 後 の 不 溶 物 （ 沈 殿 物 ） を 分 離 し 、 植 物 性 ス フ ィ ン ゴ 糖 脂 質 含 有 油 と し て 得 る こ
と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 こ の 脂 肪 酸 類 除 去 工 程 ３ に お い て 、 抽 出 工 程 ２ で 得 ら れ た 抽 出 物 に 大 量 に 含 ま れ る 大 麦
フ ス マ 由 来 の 脂 肪 酸 類 を 除 去 す る こ と が で き る た め 、 大 麦 フ ス マ に 含 ま れ て い る 天 然 の 植
物 性 ス フ ィ ン ゴ 糖 脂 質 を 高 濃 度 に 含 む 植 物 性 ス フ ィ ン ゴ 糖 脂 質 含 有 油 を 得 る こ と が で き る
。
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 こ の よ う に 、 本 製 造 方 法 に よ れ ば 、 抽 出 工 程 ２ に お い て 大 麦 フ ス マ か ら 植 物 性 ス フ ィ ン
ゴ 糖 脂 質 等 を 極 め て 短 時 間 で 拙 出 す る こ と が で き る と と も に 、 脂 肪 酸 類 除 去 工 程 ３ に お い
て 、 こ の 抽 出 物 に 大 量 に 含 ま れ て い る 脂 肪 酸 類 を 効 率 よ く 除 去 す る こ と が で き る た め 、 大
麦 フ ス マ に 元 来 微 量 に し か 含 ま れ て い な い 植 物 性 ス フ ィ ン ゴ 糖 脂 質 を 高 濃 度 に 含 む 植 物 油
を 簡 便 且 つ 低 コ ス ト で 、 効 率 よ く 得 る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
　 ま た 、 本 製 造 方 法 に お い て は 、 混 合 工 程 １ に お け る 抽 出 溶 媒 や 脂 肪 酸 類 除 去 工 程 ３ に お
け る 脂 防 酸 類 除 去 溶 媒 と し て 、 非 ハ ロ ゲ ン 系 溶 媒 を 用 い る た め 、 化 粧 品 や 食 料 品 等 に 利 用
す る に あ た っ て 安 全 性 の 高 い ス フ ィ ン ゴ 糖 脂 質 含 有 油 を 得 る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
　 ま た 、 本 製 造 方 法 に お い て は 、 上 記 の 抽 出 工 程 ２ と 脂 肪 酸 類 除 去 工 程 ３ と を 不 活 性 ガ ス
下 で 行 う こ と と し て も よ い 。 具 体 的 に 、 こ の 場 合 、 本 製 造 方 法 は 、 図 １ に 示 す 混 合 工 程 １
と 抽 出 工 程 ２ の 間 に 、 大 麦 フ ス マ と 非 ハ ロ ゲ ン 系 溶 媒 と の 原 料 混 合 物 に 接 す る 気 相 を 不 活
性 ガ ス に 置 換 す る 気 相 置 換 工 程 を 含 む 。 す な わ ち 、 こ の 気 相 置 換 工 程 に お い て は 、 例 え ば
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原 料 混 合 物 を 入 れ た 密 閉 可 能 な 容 器 内 に お い て 、 当 該 原 料 混 合 物 に よ っ て 満 た さ れ て い る
空 間 以 外 の 気 相 成 分 (例 え ば 、 空 気 )を 、 窒 素 や ア ル ゴ ン 等 の 不 活 性 ガ ス に 置 換 す る 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
　 そ し て 、 こ の 不 活 性 ガ ス 下 に お い て 、 上 述 の 抽 出 工 程 ２ を 行 う 。 ま た 、 脂 肪 酸 類 除 去 工
程 ３ に お い て も 、 抽 出 工 程 ２ で 得 ら れ た 抽 出 物 と 非 ハ ロ ゲ ン 系 溶 媒 と の 混 合 物 に 接 す る 気
相 を 不 活 性 ガ ス に 置 換 し て 、 当 該 不 活 性 ガ ス 下 に お い て 、 上 述 の 脂 肪 酸 類 の 除 去 処 理 を 行
う 。 な お 、 図 １ に 示 す 混 合 工 程 １ を も 不 活 性 ガ ス 下 で 行 う こ と と し て も よ い 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
　 こ の よ う に 、 少 な く と も 抽 出 工 程 ２ と 脂 肪 酸 類 除 去 工 程 ３ と を 不 活 性 ガ ス 下 で 行 う こ と
に よ り 、 大 麦 フ ス マ 中 に 含 ま れ る 、 リ ン 脂 質 、 脂 肪 酸 類 等 の 異 臭 源 の 酸 化 を 十 分 に 抑 え る
こ と が で き る た め 、 得 ら れ る 植 物 性 ス フ ィ ン ゴ 糖 脂 質 含 有 油 に お け る 異 臭 の 発 生 を よ り 効
果 的 に 防 止 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
　 こ の 異 臭 の 防 止 は 、 植 物 性 ス フ ィ ン ゴ 糖 脂 質 含 有 油 を 化 粧 品 や 食 品 等 と し て 利 用 す る 場
合 に は 特 に 重 要 で あ る 。 な お 、 本 製 造 方 法 に よ っ て 得 ら れ る 植 物 性 ス フ ィ ン ゴ 糖 脂 質 含 有
油 が リ ン 脂 質 を も 含 ん で い る 場 合 に は 、 異 臭 の 発 生 源 が 効 果 的 に 抑 え ら れ た 当 該 リ ン 脂 質
も ま た 化 粧 品 等 の 有 効 成 分 と し て 利 用 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
　 以 下 、 本 製 造 方 法 の 具 体 的 な 実 施 例 に つ い て 説 明 す る 。
【 ０ ０ ４ ０ 】
［ 実 施 例 １ ］
　 大 麦 由 来 原 料 と し て 、 醸 造 用 大 麦 で あ る 北 海 道 産 り ょ う ふ う の 精 白 処 理 時 に 排 出 さ れ る
大 麦 表 皮 を 含 む 大 麦 フ ス マ を 使 用 し た 。 加 圧 を 伴 う 加 熱 抽 出 処 理 は 高 速 溶 媒 抽 出 （ Ａ Ｓ Ｅ
） 法 に よ り 行 っ た 。 こ の 高 速 溶 媒 抽 出 法 に お い て は 、 抽 出 装 置 と し て Dionex高 速 溶 媒 抽 出
装 置 Ａ Ｓ Ｅ － ２ ０ ０ （ ダ イ オ ネ ク ス 社 製 ） を 用 い た 。 具 体 的 に 、 容 量 22mlの ス テ ン レ ス ス
チ ー ル 製 の セ ル 10本 に 、 大 麦 表 皮 を 含 む 大 麦 フ ス マ 150gを 詰 め 、 溶 媒 と し て ヘ キ サ ン ／ イ
ソ プ ロ パ ノ ー ル （ ３ ： ２ ） を 加 え 、 高 速 抽 出 装 置 に セ ッ ト し た 。 そ し て 、 オ ー ブ ン 温 度 12
5℃ 、 オ ー ブ ン 昇 温 時 間 6分 、 設 定 温 度 ・ 圧 力 静 置 時 間 25分 、 フ ラ ッ シ ュ 容 積 60％ 、 窒 素 ガ
ス パ ー ジ 時 間 60秒 、 静 置 サ イ ク ル 2回 、 の 条 件 に て 加 熱 抽 出 処 理 を 行 っ た 。 こ の 加 熱 抽 出
処 理 に よ っ て 得 ら れ た 抽 出 液 を 回 収 し 、 エ バ ポ レ ー タ ー を 用 い て 減 圧 濃 縮 す る こ と に よ り
、 黄 褐 色 の 粘 性 な 植 物 性 ス フ ィ ン ゴ 糖 脂 質 を 含 有 す る 大 麦 油 が 22.5g得 ら れ た 。 こ の オ イ
ル 状 の 大 麦 油 中 に 含 ま れ る モ ノ グ リ コ シ ル セ ラ ミ ド 量 は 800ｍ ｇ で あ っ た 。
【 ０ ０ ４ １ 】
　 こ こ で 、 こ の ス フ ィ ン ゴ 糖 脂 質 の 一 成 分 で あ る モ ノ グ リ コ シ ル セ ラ ミ ド の 定 量 に つ い て
説 明 す る 。 こ の 定 量 法 に お い て は 、 Fujinoら の 方 法 (Agric. Biol. Chem.,49(9),2753, (1
985))に よ り 小 麦 か ら 抽 出 し た モ ノ グ リ コ シ ル セ ラ ミ ド を 標 品 と し て 用 い た 。 な お 、 こ の
標 品 は 、 １ 分 子 中 に グ ル コ ー ス が ２ 個 或 い は ３ 個 結 合 し た オ リ ゴ 体 も 含 み 得 る 。 そ し て 、
こ の 標 品 と と も に 試 料 （ 例 え ば 上 記 大 麦 油 ） を Merk社 製 シ リ カ ゲ ル プ レ ー ト （ Kieselgel
60F254） に チ ャ ー ジ し 、 ク ロ ロ ホ ル ム － メ タ ノ ー ル － 水 （ 65： 16： 2） の 混 合 溶 媒 系 で 薄
層 ク ロ マ ト グ ラ フ ィ ー （ TLC） 展 開 し た 。 そ し て 、 こ の TLC展 開 後 、 50％ 硫 酸 溶 液 を 噴 霧 し
て 80～ 120℃ で 10分 間 加 熱 し 、 発 色 強 度 を デ ン シ ト メ ー タ ー （ ク ロ マ ト ス キ ャ ナ ー CS-930
； （ 株 ） 島 津 製 作 所 ） で 測 定 し 定 量 し た 。 す な わ ち 、 こ の 方 法 に お い て は 、 発 色 試 薬 と し
て ア ニ ス ア ル デ ヒ ド 硫 酸 を 噴 霧 し 80～ 120℃ に 加 熱 す る こ と で 、 各 糖 質 、 構 成 糖 に 応 じ た
発 色 を 生 じ る た め 、 簡 便 に 視 覚 的 な 判 別 が 可 能 で あ る 。 具 体 的 に 、 ガ ラ ク ト ー ス の 場 合 は
緑 色 、 グ ル コ ー ス の 場 合 は 紺 色 、 ラ ク ト ー ス の 場 合 は 濃 緑 色 に 発 色 す る た め 、 こ の 発 色 の
色 （ 波 長 ） と 強 度 の 違 い と に よ っ て こ れ ら の 糖 成 分 を 定 量 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ４ ２ 】
［ 実 施 例 ２ ］
　 大 麦 由 来 原 料 と し て 、 醸 造 用 大 麦 で あ る 北 海 道 産 り ょ う ふ う の 精 白 処 理 時 に 排 出 さ れ る
大 麦 表 皮 を 含 む 大 麦 フ ス マ を 使 用 し 、 上 記 実 施 例 １ と 同 様 な Dionex高 速 溶 媒 抽 出 装 置 Ａ Ｓ
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Ｅ － ２ ０ ０ （ ダ イ オ ネ ク ス 社 製 ） を 用 い た 。 具 体 的 に 、 容 量 22mlの ス テ ン レ ス ス チ ー ル セ
ル 10本 に 、 大 麦 表 皮 を 含 む 大 麦 フ ス マ 150gを 詰 め 、 溶 媒 と し て ヘ キ サ ン ／ イ ソ プ ロ パ ノ ー
ル （ ３ ： ２ ） を 加 え 、 高 速 抽 出 装 置 に セ ッ ト し た 。 そ し て 、 オ ー ブ ン 温 度 155℃ 、 オ ー ブ
ン 昇 温 時 間 6分 、 設 定 温 度 ・ 圧 力 静 置 時 間 45分 、 フ ラ ッ シ ュ 容 積 60％ 、 窒 素 ガ ス パ ー ジ 時
間 60秒 、 静 置 サ イ ク ル 2回 、 の 条 件 に て 加 熱 抽 出 処 理 を 行 っ た 。 こ の 加 熱 抽 出 処 理 に よ っ
て 得 ら れ た 抽 出 液 を 回 収 し 、 エ バ ポ レ ー タ ー で 減 圧 濃 縮 す る こ と に よ り 、 黄 褐 色 の 粘 性 な
植 物 性 ス フ ィ ン ゴ 糖 脂 質 を 含 有 す る 大 麦 油 が 20.8g得 ら れ た 。
【 ０ ０ ４ ３ 】
［ 実 施 例 ３ ］
　 大 麦 由 来 原 料 と し て 、 醸 造 用 大 麦 で あ る 北 海 道 産 り ょ う ふ う の 大 麦 フ ス マ 145gを 容 量 22
mlの ス テ ン レ ス ス チ ー ル セ ル 10本 に 詰 め 、 溶 媒 と し て ヘ キ サ ン ／ イ ソ プ ロ パ ノ ー ル （ ３ ：
２ ） を 加 え 、 Dionex高 速 溶 媒 抽 出 装 置 Ａ Ｓ Ｅ － ２ ０ ０ （ ダ イ オ ネ ク ス 社 製 ） に セ ッ ト し た
。 そ し て 、 オ ー ブ ン 温 度 100℃ 、 オ ー ブ ン 昇 温 時 間 6分 、 設 定 温 度 ・ 圧 力 静 置 時 間 15分 、 フ
ラ ッ シ ュ 容 積 60％ 、 窒 素 ガ ス パ ー ジ 時 間 60秒 、 静 置 サ イ ク ル 2回 、 の 条 件 に て 加 熱 抽 出 処
理 を 行 っ た 。 こ の 加 熱 抽 出 処 理 に よ っ て 得 ら れ た 抽 出 液 を 回 収 し 、 エ バ ポ レ ー タ ー で 減 圧
濃 縮 す る こ と に よ り 、 黄 褐 色 の 粘 性 な 植 物 性 ス フ ィ ン ゴ 糖 脂 質 を 含 有 す る 大 麦 油 が 24.5g
得 ら れ た 。
【 ０ ０ ４ ４ 】
［ 実 施 例 ４ ］
　 大 麦 由 来 原 料 と し て 、 醸 造 用 大 麦 （ 北 海 道 産 り ょ う ふ う ） 250gを 粉 砕 せ ず そ の ま ま 、 実
施 例 １ と 同 じ 容 量 22mlス テ ン レ ス ス チ ー ル セ ル 10本 に 分 け て 入 れ 、 同 じ 溶 媒 、 同 じ 条 件 、
で 加 熱 抽 出 処 理 を 行 っ た 。 そ し て 、 実 施 例 １ と 同 様 に ヘ キ サ ン ／ イ ソ プ ロ パ ノ ー ル の 有 機
溶 媒 を 減 圧 濃 縮 す る こ と に よ り 、 黄 褐 色 の 粘 性 な 植 物 性 ス フ ィ ン ゴ 糖 脂 質 を 含 有 す る 大 麦
油 が 20.0g得 ら れ た 。
【 ０ ０ ４ ５ 】
［ 実 施 例 ５ ］
　 上 記 実 施 例 １ で 得 ら れ た 植 物 性 ス フ ィ ン ゴ 糖 脂 質 を 含 有 す る 大 麦 油 20gを 、 冷 却 管 を 取
り 付 け た 500mlの ２ 口 ナ ス フ ラ ス コ に 入 れ 、 へ キ サ ン 200mlを 加 え た 。 そ し て 、 こ の 大 麦 油
と ヘ キ サ ン と の 混 合 物 を 、 窒 素 ガ ス を 流 し な が ら 80℃ ～ 90℃ の オ イ ル バ ス 上 で 攪 拌 し な が
ら 2時 間 還 流 し た 。 そ し て こ の 還 流 後 の 混 合 物 を 放 冷 後 、 オ イ ル バ ス か ら 下 ろ し 、 寒 剤 で
冷 却 し た 氷 塊 で － 20℃ ま で 冷 却 す る と 、 へ キ サ ン に 不 溶 な 黄 褐 色 の 油 状 物 質 が フ ラ ス コ 底
に 沈 殿 し た 。 次 に 、 脂 肪 酸 類 （ リ ノ ー ル 酸 が 多 く 含 ま れ る ） を 含 有 す る へ キ サ ン 層 を デ カ
ン テ ー シ ョ ン に よ り 除 去 し た 。 こ の 脂 肪 酸 類 除 去 操 作 を 2回 繰 り 返 す こ と に よ り 、 黄 褐 色
の 油 状 物 質 が 3.8g得 ら れ た 。 こ の ヘ キ サ ン 不 溶 物 は 、 目 的 と す る ス フ ィ ン ゴ 糖 脂 質 を 含 み
、 モ ノ グ リ コ シ ル セ ラ ミ ド を 8％ （ w/w） 含 有 し て い た 。
【 ０ ０ ４ ６ 】
［ 実 施 例 ６ ］
　 上 記 実 施 例 ５ で 得 ら れ た 油 状 物 5ｇ に ア セ ト ン 200ｍ ｌ 加 え 、 加 熱 し な が ら 均 一 な 懸 濁 液
に な る よ う に 超 音 波 バ ス 中 で 攪 拌 し た 。 こ の 混 合 液 を ガ ラ ス 製 の 遠 心 分 離 機 の 遠 心 管 に 入
れ 、 － 20℃ の フ リ ー ザ ー に 一 晩 放 置 し た 。 そ し て 、 析 出 し た 淡 黄 色 の 固 形 物 を 遠 心 分 離 機
で 分 離 し た （ 3000rpm× 20分 ） 。 こ の 遠 心 分 離 に よ っ て 分 離 さ れ た 淡 黄 色 の 固 体 1gは 、 目
的 の ス フ ィ ン ゴ 糖 脂 質 の 中 の モ ノ グ リ コ シ ル セ ラ ミ ド を 20％ (w/w)含 有 し て い た 。
【 ０ ０ ４ ７ 】
　 な お 、 本 発 明 は 本 実 施 形 態 に 限 ら れ な い 。 例 え ば 、 大 麦 由 来 原 料 と し て は 、 生 の 大 麦 フ
ス マ に 限 ら ず 、 生 の 大 麦 そ の も の を 用 い る こ と も で き る 。 ま た 、 こ れ ら 大 麦 由 来 原 料 は 、
予 め 細 か く 粉 砕 し て お い た も の を 用 い る こ と も で き る 。
【 ０ ０ ４ ８ 】
　 ま た 、 こ の 大 麦 由 来 原 料 は 、 あ ら か じ め 脂 肪 酸 類 を 除 去 す る 処 理 を 施 さ れ た (脱 脂 さ れ
た )大 麦 又 は 大 麦 フ ス マ 等 で あ っ て も よ い 。 こ の 場 合 、 本 製 造 方 法 は 、 図 １ に 示 す 混 合 工
程 １ に 先 立 っ て 、 大 麦 由 来 原 料 か ら 脂 肪 酸 類 を 除 去 す る 脱 脂 工 程 を 含 ん で も よ い 。

10

20

30

40

50

(7) JP 2006-96961 A 2006.4.13



【 ０ ０ ４ ９ 】
　 す な わ ち 、 こ の 混 合 工 程 １ に 先 立 っ て 行 わ れ る 大 麦 由 来 原 料 の 脱 脂 工 程 は 、 例 え ば 、 大
麦 由 来 原 料 と ヘ キ サ ン 等 の 溶 媒 と を 混 合 し 、 攪 拌 処 理 を 行 う 工 程 を 含 む 。 こ れ に よ り 、 大
麦 由 来 原 料 に 元 来 含 ま れ て い る 脂 肪 酸 類 の 量 を あ ら か じ め 減 少 さ せ る こ と が で き 、 そ の 後
の 工 程 (図 １ に 示 す 各 工 程 )に お い て 用 い る 溶 媒 の 量 や 容 器 サ イ ズ を 低 減 さ せ る こ と が で き
る た め 、 本 製 造 方 法 を よ り 簡 便 且 つ 低 コ ス ト な も の と す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ５ ０ 】
　 な お 、 こ の 場 合 に も 、 抽 出 工 程 ２ に お い て は 、 原 料 混 合 物 を 加 熱 す る こ と に よ り 、 例 え
ば 、 大 麦 由 来 原 料 中 に 含 ま れ る 油 脂 の 分 解 等 に よ っ て 脂 肪 酸 類 が 生 じ る 。 こ の た め 、 こ の
抽 出 工 程 ２ に 引 き 続 き 、 上 述 し た 脂 肪 酸 類 除 去 工 程 ３ を 行 う こ と に よ り 、 当 該 抽 出 工 程 ２
に よ り 得 ら れ る 抽 出 物 中 の 脂 肪 酸 類 を よ り 確 実 に 除 去 す る こ と が で き る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ５ １ 】
【 図 １ 】 本 発 明 の 一 実 施 形 態 に 係 る 植 物 性 ス フ ィ ン ゴ 糖 脂 質 含 有 油 の 製 造 方 法 に 含 ま れ る
主 な 工 程 を 示 す 説 明 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ５ ２ 】
　 １ 　 混 合 工 程 、 ２ 　 抽 出 工 程 、 ３ 　 脂 肪 酸 類 除 去 工 程 。
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